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研究成果の概要（和文）：本研究は、1947～1997年に大阪府内に存在した婦人保護施設「生野学園」の50年間の
記録・資料を主資料として研究を進めることにより、戦後日本の女性の貧困・困窮の実態について明らかにし
た。婦人保護施設は売春防止法により規定された施設であるが、その施設開設初期段階から家族のなかに居場所
を失った多様な困難を抱える女性たちを受け入れ支援する場として存在したことが明らかになった。また、同時
に「売春」と言われてきた行為について、性暴力・恋愛との連続性、言い換えれば客体化された被害者としての
側面と主体化された行為者としての側面から概念を再検討する必要性も見えてきた。

研究成果の概要（英文）：This is an archival study of women’s predicaments and poverty in post-WWII 
Japan, based on records kept by Ikuno Gakuen, a women's protection facility located in Osaka 
prefecture, that operated from 1947 to 1997. The women’s protection facility is originally defined 
under Anti‐Prostitution Law, however, Ikuno Gakuen accepted and helped wider range of women who 
suffered from a wide variety of difficulties during its 50 year-operation.  Some difficulties 
included; physical and mental disabilities, domestic violence and having no place to go. This study 
also disclosed the necessity to consider sexual relations as being a continuum ranging from sexual 
violence on one end and romantic love on the other, i.e., an objectified victim to an autonomous 
agency.

研究分野： ジェンダー研究

キーワード： 婦人保護　貧困　売春　ジェンダー

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2000 年代以降、貧困や格差が大きな社会問
題となっており、また「女性の貧困」「貧困
の女性化」というかたちで貧困がジェンダー
化されていることにも注目が集まるように
なってきている。そしてまた、貧困のジェン
ダー化において、貧困女性の性サービス産業
への水路づけという問題も改めて可視化さ
れてきた。このように女性の貧困は、性化と
いう意味で男性とは異なった様相を呈しが
ちだが、女性に対する福祉施策を保証する法
としては売春防止法が存在するのみであり、
売春（不特定の相手との対価を伴う性交）だ
けを禁止し、かつ売春を行った女性に対して
罰則規定が厳しく、買春する側の罰則規定が
欠落しているというこの法枠組では、多様な
事情を抱える女性の貧困に対応できないこ
ともまた明らかになっている。 
また、性サービス従事に関しては、一方では
「壮大な社会問題」（宮本節子）として売春
をとらえるという視点があるが、そこでは売
春に携わる女性たちは「客体」化された存在
となりがちである。もう一方では、セックス
ワーク論のように、性サービスに係る女性た
ちの「主体」を尊重しようとする考え方もま
た、女性の人権を考える文脈の中でも展開し
てきた。この両方の議論を踏まえつつ、戦後
というやや長いスパンで、女性の貧困におけ
る性化された実態と特質、および彼女たちへ
の支援の実態について通史的に明らかにす
る必要性を考えるに至った。 
今回、婦人保護施設「生野学園」から 50 年
間の資料の閲覧提供を受けることができる
という機会を得た。売春防止法によって設立
されている婦人保護施設の記録全体が、研究
者によって読み込まれて分析されることは
稀有な機会である。そこで、福祉学・社会学・
文化人類学・歴史学の領域から学際的共同研
究グループを形成し、それぞれの研究視角か
ら「生野学園」の資料を読み込み分析するこ
とにより、戦後日本の女性の貧困・困窮実態
を明らかにするとともに、そのことを通じて、
「女性の貧困」概念を検討し、女性たちが抱
える複層的問題を総合的に踏まえた女性福
祉政策を構想することを目指したいと考え
たのである。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、1947～1997 年に大阪府内に存
在した婦人保護施設「生野学園」の 50 年間
の記録を分析することを通じて、「女性の貧
困」概念をジェンダーの視点から再検討する
ため、以下の 3 点に取り組むことを目的とす
る。 
（１）女性の貧困の実態が、戦後 50 年間を
通じてどのように変化してきたのかを、婦人
保護施設「生野学園」入所者の全ケース記録
を分析することによって量的に把握する。 
（２）この女性の貧困という状況に対し、社

会福祉がどのように対応してきたのかにつ
いて、福祉サービスの供給現場の実態を把握
し、女性の貧困がどのように問題化され、そ
こにいかなるジェンダー／セクシュアリテ
ィ規範が働いていたのかを明らかにする。 
（３）女性の貧困が問題化する過程で、女性
運動のなかで生じた議論を再検討し、売春防
止法に代わる新たな女性福祉政策を構想す
る。 
（４）女性の性売買という現象をめぐる女性
運動・研究上の議論の整理を行い、「売春」
問題に関する新たな視点を構想する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）については、まず｢生野学園｣のケース
記録、日誌、会議記録などの全資料(ほとん
どが手書きのもの）を、電子画像化し、複数
名の閲覧が可能な形にする必要があり、デジ
タルカメラで全資料を撮影し、研究代表者・
分担者で共有する。上記作業をふまえ、ケー
ス記録から利用者の実態と時代による変化
をとらえることのできるコードを定め、通史
的な量的分析を行う。 
そのために、類似施設のケース記録分析をし
た先行研究を参考に、方法研究を行うととも
に、元職員等への聞き取り調査により、ケー
ス記録の情報の補足を行う。 
（２）については、｢生野学園」の資料のう
ち、ケース記録、日誌、会議記録、通達、施
設整備方針など、支援実践の内容がわかる資
料を読み込むと同時に、元職員や大阪福祉事
業財団の職員に聞き取り調査を行う。 
また、他の婦人保護施設の運営実態について
も現地調査を行い、「生野学園」の福祉サー
ビス・支援の特徴について理解を深めつつ、
婦人保護施設の利用者たちに対する社会的
まなざしと、婦人保護施設の果たした役割・
社会的機能を読み取っていく。 
（３）については、女性を対象にした新たな
福祉政策の検討が実際に進んでいることを
受けて、それらの議論への参与を通じて研究
を進める。 
また、今後の法制度を考える際の参考にすべ
く、他国での制度実態についても調査を行う。 
（４）性売買をめぐる女性の「主体性」をめ
ぐる先行研究調査、ならびに従事した当事者
たちの発信に関しての文献調査を行うとと
もに、既存の「売春」女性たちへの調査研究
の再分析を行う。 
 
 
４．研究成果 
（１）については、電子画像化した｢生野学
園｣（1947～1997 年）の入所者 1520 人につい
て、入所者一人ひとりのケース記録を研究代
表者・分担者で手分けして読み込み、ケース
記録に記録された生活史データから、年齢・
主訴・入所先・退所先・職歴・家族関係・健
康状態・障がいの有無・性産業の経験・暴力



被害の経験などの有無を確かめ、統計処理が
可能な形にデータ化を行った。この作業にお
いては、経験の有無をいかに判断するかを研
究グループ内で精査することになり、何度も
研究会の場で議論しながら、統一的なデータ
を作成していった。 
上記のように成形したデータをもとに、「生
野学園」入所者の通史的な特徴を浮かび上が
らせるために、I期 1947－1956 年（売春防止
法施行前）、II 期 1957－1969 年（売春防止法
施行後－45通達前）、III期 1970－1985 年（45
通達後－国庫補助削減前）、IV期1986年－（国
庫補助削減後）に分けて分析した。I 期にお
いては、相対的には学歴・階層が高い人がこ
の時期に入所していた。戦争の影響が色濃く、
「パンパン」などの経験をした記録も多くあ
るが、同時に全く性サービスにかかわったと
いう情報がない記録も多く、初期から多様な
理由で困窮した貧困女性がたどり着く施設
としての役割を果たしていたことがわかる。
II 期においては売春防止法に基づいて生野
学園は位置づけられていくため、売春歴の有
無についての記述が多い。その一方この時期
から収容率は低下していく。この時期におい
ては学歴が低い人が全期間を通じて最も多
いが、同時にこの時期には就職による退所も
多いという特徴があった。III 期においては、
様々な困難を抱えた女性も婦人保護施設に
入所できるように制度運用基準変更があり、
精神障がい、知的障がいを持つ入所者が増加
していく。売春歴については II 期よりも少
なくなっており、婦人保護施設のもつ社会的
機能が変容していることがわかる。IV 期には
収容率は 50％を下回るようになり、入所者数
は減少している。一方では DV 被害を受けて
入所する女性たちが増加しており、もう一方
では入所者が高齢化するという特徴もあわ
せもっている。 
コーホート分析によれば、「生野学園」の利
用者は、昭和一桁世代（1926－1935 年生まれ）
の人が入所記録がある者総数の 47.8％を占
めており、この世代を中心として 1916－1945
年生まれの女性たちが、若年の時期から高齢
者になるまで利用割合が多く、戦争の影響を
受けた女性たちの施設であったことが明確
になった。 
今後それぞれのケースに関しての質的分析
を継続して行っていく予定であるが、そのた
めの分析方法についての研究もおこなった。 
 
（２）に関して、資料を読み込む中で見えて
きたことは、「生野学園」が果たした役割と
は、売春する女性すなわち「要保護女子」と
いう特殊化された問題に対処するという役
割というよりも、50 年間一貫して、現実にあ
る女性の多様な生活困難さへの支援であっ
たという事実である。福祉予算や使える資源
に限りがある中でも、地域資源を活用しなが
ら女性たちに職（必ずしもそれは自立可能な
対価を獲得できないものであったとしても、

居場所と役割を入所者女性たちに与えるこ
とができるという意味もあった）の提供を行
い続け、入所者たちの意思を尊重しながら、
無断退寮に対してすら寛容に見守るという
姿勢で運営を行ってきた「生野学園」は、徹
頭徹尾、家族による受け皿がなく、多様な困
難を抱えているがゆえに、時に性を売る経験
もしながらも、福祉政策が十分でなかったた
めに必要な支援施策をほかで受けることが
できなかった、そんな行き場を失った女性た
ちの福祉施設であった。 
それは、女性たちの抱える困難の原因、すな
わち、家族での居場所の喪失が生じたときに、
不安定労働市場の下で自立困難に直面せざ
るを得ないという構造が戦後一貫して変化
していなかったからだと思われる。すなわち、
その困難さとは女性が抱える戦後も今も変
わらない貧困に繋がる。売春は単なる買売春
という反道徳的な性的行動ではなく、女性の
抱える歴史的、構造的貧困のひとつの現象な
のである。 
しかしながら、生野学園の福祉実践が入所者
に対して果たした役割とは、別の次元でいえ
ば、婦人保護施設への出入りが規範に依る逸
脱のヘテロトピア（日常から断絶した異他な
る場所）として概念化でき、「特殊な問題」
を持つ女性達を婦人保護施設に保護する、と
して、すなわち社会の中心から排除すること
によって社会の秩序化が行われてきたとい
う婦人保護施設の持つ社会的機能もまた明
らかになった。 
 
（３）については、女性を対象にした新たな 
福祉政策の検討が実際に進んでいることを
受けて、まずそれらの議論に参与することに
力を注いだ。日本において女性福祉政策の中
心をになってきた婦人保護事業は、 1956 年
に制定された売春防止法を根拠としている
が、性産業や女性をとりまく現実は当時から
大きく変化しており、この法・事業には多く
の課題が見られる。そのため、厚生労 働省
も課題の把握や見直しを進めている最中で
ある。また婦人保護事業を現在になっている
ソーシャルワーカーたちによって、新たに
「女性自立支援法」を策定しようとする動き
も進展している。これらの議論に参与し、議
論の到達点を把握した。 
 また、今後の法制度を考える際の参考にす
べく、他国で売春防止法に相当する法律と、 
それに関連した女性支援の制度の実態を把
握するために、フランスにおいて調査を実施
した。フランスでは 2016 年に、買春者を処
罰し売春者を罰しないという、「北欧モデル」
の新たな買春禁止法が成立している。このよ
うな法の中身と、法制定後に売春の形にどの
ような変化が生じた のか、またこの法にも
とづく女性支援の状況と、他の女性支援策と
の関係を調べた。 
 
（４）については、生野学園の記録を読む中



でも「売春」とはどのような行為をさすのか、
かかわる女性たちの「主体性」をどう考えた
らいいのか、という「売春」概念の再定義の
必要性が浮かび上がってきた。 
たとえば、本研究に関連して、占領下での日
本人女性と占領軍兵士とのレイプ／売買春
／恋愛／結婚という経験には連続性があっ
て、線引きが難しい状況が明らかにされた。
また、個別事例から浮かび上がった女性たち
のエイジェンシー（行為主体性）にこそ弱者
の生存戦略を見る視点が確認された。 
今後、質的分析を行うにあたり、生野学園へ
の入所者たちの「売春」経験の解釈にもまた、
この視点が重要であると思われる。 
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